　「住民生活に光をそそぐ交付金」による学校図書館の整備・充実のお願い
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平素はご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

早速ではございますが、標題の件にてご連絡申し上げます。
すでにご存知の通り、平成22年度補正予算において、「住民生活に光をそそぐ交付金」が計上されております。閣議後の会見において、片山総務大臣からも「知に基づく地域づくり」による地域活性化を重視し、具体的に「図書館」を例示しています。

　　市におきましても、同交付金の活用による学校図書館の整備・充実をお願いしたく、
下記にお願い申し上げます。ご検討のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

1 学校図書館の整備・充実も必要性

OECD（経済協力開発機構）のPISA調査によると、我が国の児童生徒については、思考力・

判断力・表現力等を問う読解力に課題があるとされています。このことは若年層の「活字離れ」、「読書離れ」といった現象を裏付けるものと考えられます。
とくに、児童の発達段階における「読書体験」は情操の発達や論理的思考を養うなど、あらゆる教育的要素を包括するものと考えられます。学校教育における読書活動、すなわち学校図書館の整備・充実こそが「未来の宝」である子どもたちにとって、大きな成果となることは間違いなく、地域の子どもたちの健やかな成長は、本交付金の趣旨にも見合うものと考えられます。
2 提案事項
現在、学校図書館において早急な課題となっているのが、「事典」、「図鑑」等の蔵書の整備

充実となります。

このことは、新学習指導要領の完全施行および、平成23年度から利用がはじまる新教科書への対応にも関係しています。

平成20年3月に文部科学省より新しい学習指導要領が告示されました。それまでの学習指導要領の理念であった「生きる力」を育むことは、新学習指導要領にも引き継がれ、今回の改訂は、その具体的な手立てを確立するためのものといえます。
「生きる力」すなわち、「基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら課題をみつけ、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力」は、すべての教科の学習で重要視されています。
これをうけ、「小学校学習指導要領解説 国語編」では、第3・4学年において「記録や報告の文書、図鑑や事典などを読んで利用すること」が言語活動例として明記され、いわゆる「調べ学習」の実践がこれまで以上に重要視されています。

実際、平成23年度より利用が始まる小学校国語教科書においては、すべての出版社の教科書で事典や図鑑を利用し「調べ学習」を行う単元が含まれています。さらに、こうした状況をふまえ、これまで以上にリファレンス機能を有した学校図書館および、担い手である学校図書館司書の役割が大きくなることも付記しておきます。
しかしながら、　　市の学校図書館の状況を見てみると、従来の学校図書予算の枠組みのなかでは、グループ学習の実施など、児童の学習に十分な蔵書を整備するに至っていないのが現状です。とくに、高額品となる図鑑・事典類については、特別な措置を講じていただきたいというのが学校現場の切実なる願いとなっています。

　　市における「知に基づく地域づくり」の一環として、上記事項をご検討賜れますよう、なにとぞ、よろしくお願い申し上げます。
